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研究成果の概要（和文）： 

本研究では、５名の研究者が、現代中国語に関する近年の理論的成果を踏まえつつ、上古か
ら現代に至るまでの５つの時代の中国語における各種の文法範疇や文法構造の特徴を分析・考
察し、共同討議を通して、各時代間の特徴の差異とそれを生み出すメカニズム、および、古今
の中国語を通じて不易の普遍的特質と汎時代的に有効に機能する文法的および意味的パラメー
タを明らかにする。 
 
 

研究成果の概要（英文）： 

In this study, five researchers, referring to recent theories of modern Chinese, examined 

and analyzed the characteristics of various grammatical categories and constructions of the 

Chinese language in five historical periods. Through analysis and discussion, we 

discovered differences in the characteristics of each period and the mechanisms which 

generated these differences. We also discovered universal features, as well as grammatical 

and semantic parameters, that have remained essentially unchanged throughout the 

development of the Chinese language from its ancient to its modern form. 
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１．研究開始当初の背景 

(1) 文法化(grammaticalization)に対する関
心の高まりにつれて、中国語文法の歴史的研
究が中国大陸を中心に近年活況を呈しつつ
ある。ところが、従来の歴史的研究は、個別
の表現形式の変化を追うことに終始した嫌
いがあり、研究者個々人による個別事象の記
述や歴史的変遷に関する記述については着
実な成果を挙げているものの、時代毎のさま
ざまな構文とそれらが織りなすパラダイム
に対する総合的かつ体系的な解明が欠如し
ているために、個別事象を文法体系自体の動
的変遷の上に位置づけることが大変困難に
なっている。言うまでもなく、個々の事象の
変化は、文法体系の構造的変化の上に載って
立つものであり、その基盤の解明なしには十
全な研究は為しえない。 

 
(2) 現代中国語文法の研究は近年目覚しく
深化し、数多くの理論的成果を挙げているが、 
近代以前の中国語を対象とする歴史文法の
研究領域と現代中国語を対象とする文法研
究の領域の間には、従来、積極的なインター
フェイスが試みられることが少なく、現代中
国語文法に関する理論的成果が歴史文法の
研究に必ずしも十分な形では活かされてこ
なかった。ヴォイス研究を例に取れば、先
秦・秦漢時代の上古中国語は、無標の受身構
文がかなり普遍的に見られることも手伝っ
て、ヴォイスは存在しないという見方が従来
通説化している。類型論的に「主題優勢言語」
（Topic Prominent Languages）とされる中
国語においては、文法範疇としてのヴォイス
自体に対する関心は概して薄く、特に歴史文
法の領域においてはほとんど研究対象とは
されてこなかったのが現状である。しかし、
木村英樹の一連の研究（「中国語ヴォイスの
構造化とカテゴリ化」『中国語学』247 号、「北
京語“給”字句拡展為被動句的語義動因」『漢
語学報』2005 年第 2 号など）では、形態変
化に乏しい現代中国語においても整然とし
た有標ヴォイス体系が構造的に存在するこ
と、また文法化の過程にヴォイスが深く関与
していることなどが明らかにされており、そ
れらの知見と成果は上代中国語をはじめ近
代以前の中国語のヴォイス研究にも十分に
活かし得ると考えられる。 

 
(3) 本研究は、それぞれが専門とする時代領
域において従来独自に文法事象の解明に取
り組んできた 5 名の研究者が、共通の問題認
識のもとに互いの知見を持ち寄り、各種の文
法範疇や文法構造、さらには構文のパラダイ
ムを、通時的かつ理論的な観点から比較対照
することによって、中国語の歴史的研究を行
なうために有効な枠組みの確立を目指そう

とするものであるが、中国語の歴史文法の領
域においては、国内外を通じて、従来、この
ような研究形態による共同研究は存在せず、
その意味でも、本研究はきわめて独創性に富
み、中国語研究の分野にあっては、きわめて
意義深いものと言える。 

 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、中国語の歴史文法に関す 
る従来の個別的・記述的成果を踏まえつつ、 

近年の現代中国語文法の理論的研究の成果を 
近代以前の中国語に積極的に適用することに 
より、上古から現代に至るまでの中国語の文 
法事象の歴史的変容（多様性）と汎時代的普 
遍性を究明することにある。 
 現代中国語に存在するさまざまな文法範
疇や文法構造の意味的および形式的特質は、
そのすべてがそれ以前の中国語に存在した
わけではない。それらのうちのあるものは上
古中国語の時代から現代まで汎時的に継承
されているが、あるものは多様な変容を遂げ
て現在に至っている。本研究は、上古・中古・
近世・近代・現代という５つの時代領域にお
いてそれぞれ独自に文法事象の解明に取り
組んできた 5 名の研究者が、「ヴォイス」「語
順」「存在構文」など複数の主要テーマを柱
として、近年の現代中国語の研究を通して得
られた有益な知見と理論的成果を参照しつ
つ、各時代における様相を詳細に検討し、共
通の問題認識のもとに互いの知見と成果を
持ち寄り、共同討議を通して各時代間の差異
とそれを生み出すメカニズムを明らかにし
ようとするものである。同時に、古今を通じ
て不易の中国語としての普遍的特質や、汎時
代的に有効に機能している文法的および意
味的範疇の存在を明らかにし、加えて、それ
らの範疇化を動機づける関与的なパラメー
タの究明を目指すものである。 

 

 

３．研究の方法 

 本研究は(1)に示す役割分担と、(2)に示す
作業内容を以って行われた。 
 
(1) 役割分担 

 木村は中国語学のみならず、理論言語学、
言語類型論、日本語学など隣接領域の関連先
行研究を検討・分析し、それらの成果を取り
入れつつ、ヴォイス範疇を機軸として現代中
国語における各種構文の意味・構造について
の理論的研究を行なった。さらに歴史文法研
究との接点やインターフェイスの可能性を
模索し、それによって得られた知見に基づい
て、汎時代的に機能していると見られる文法
的および意味的範疇に関して各分担者に対



して提言を行ない、統括的な立場での研究推
進を図った。 

 大西は上古中国語（先秦から秦漢）、松江
は中古中国語（後漢から隋唐）、玄は近代中
国語（宋元明清）、木津は近世官話ならびに
方言資料を主たる対象として、各時代の中国
語における各種構文とヴォイス範疇につい
ての記述的および理論的研究を行なった。木
村の提言を参照しつつ検証を進めるほか、各
研究者が専門とする時代の文法研究におい
て蓄積してきた成果をさらに深め、異なる時
代の研究者との意見交換と共同討議を行い、
時代間の比較検討を行なった。調査対象とす
る文献については、伝世資料の他に、殷周の
甲骨文・金文、戦国秦漢の竹簡・帛書、漢魏
六朝の碑文や地券・トルファン文書、唐宋の
敦煌文書、元代の元刊雑劇、古本老乞大、明
清時代の官話課本など、同時代の資料を特に
重視した。 

 

(2) 作業内容 

各研究者は、各種の文献、資料、言語コー
パスの分析、さらにはインフォーマントを対
象とする聞き取り調査などを通して得られ
たそれぞれの知見と成果を持ち寄り、定期的
な共同討議や意見交換を通して、各時代の文
法事象について、通時的かつ理論的な観点か
らの比較対照を行なった。 

記述と考察の精密化を図るため、また、研
究成果を積極的に海外に発信するため、各研
究者は国内外の研究機関への出張や国際会
議へ参加を積極的に行ない、国内外の研究者
との学術交流を図った。 

 

  
４．研究成果 
上古から現代に至るまでの中国語の各種

の文法範疇や文法構造の意味的および形式
的特質を、時代間の比較対照を通して明らか
にし、所期の目的である「中国語の文法事象
の歴史的変容（多様性）と汎時的普遍性の究
明」につながる実証的または理論的成果を上
げることができた。特に本研究の柱として重
点的に進めてきた存在文、ヴォイス、語順に
ついては、下記の(1)(2)(3)(4)に示す顕著な
成果を収め、中国語の歴史文法研究の分野に
対して大きく貢献した。 
 

(1) 上古期以来用いられてきた「“有”字存 

在文」（動詞“有”を述語として構成される
存在文）を対象に史的対照研究を行い、用例
の精査と綿密な理論的分析を通して、以下の
ような重要な知見を獲得した。 

① 現代中国語に存在する「リアルな時空間
における具象的な事物の存在」を表すタイプ
の“有”字存在文が上古期には未成熟であっ
た。 

② 『論語』に代表される上古前期の中国語
においては、動詞“有”の表す基本的な意味
は<存在>ではなく、<所有>であった。 
③ リアルな時空間における事物存在を表
す“有”字存在文の用法は、<所有>を表す用
法から拡張したものであり、その萌芽は『史
記』に代表される上古後期に見られ、中古期
において発達する。 
④ 上古中国語における「NP1＋有＋NP2」構
文が外形的特徴をほとんど変えることなく
所有構文から時空間存在構文へと拡張する
という現象は、言語横断的に見ても極めて特
異なものであり、HEINE『POSSESSION』に代
表される従来の所有構文の文法化に関する
研究が全く想定していないケースであるこ
とを明らかにし、言語類型論の分野に貴重な
成果をもたらした。 

⑤ 現代中国語の「時空間存在文」の意味
的・構造的及び機能論的特徴を明らかにし、
本構文を所有構文の一部として位置づけ、所
在構文との対立を明確に特徴づけた。 
 
(2) 歴史的に形態変化に著しく乏しい中国
語にあっては、従来ヴォイスという文法範疇
の存在が等閑視されてきたが、本研究では意
味論的および構文論的な観点からヴォイス
という現象を捉え直し、上古から現代に及ぶ
範囲でヴォイス的現象を考察した。その結果、
中国語においても、受身と使役の対立、間接
使役と直接使役の対立、さらには対格構造と
非対格構造の対立などが、上古から現代に至
るまで、さまざまなかたちで明確な構造上の
対立を伴って存在することが実証的かつ理
論的に論証され、中国語の歴史的多様性と汎
時的普遍性の一端が明らかにされた。 
 
(3) 上古期から中古期にかけての疑問代名
詞目的語の語順変化の現象に焦点を当て、７
つの文献を対象とする悉皆調査に基づき、当
該の変化が３つのタイプに分かれることを
論証した上で、それらの変化を、上中古間に
生じた複音節語の急増と機能語体系の崩壊
という言語構造全体の変化に起因するもの
として位置づけ、上中古期における疑問代名
詞目的語の語順変化のメカニズムの一端を
明らかにした。 
 

(4) 上古中国語の否定文における代名詞目
的語の動詞前置と動詞後置の現象について
考察し、前置か後置かの語順を決定する要因
として「非現実性」「有界―無界」という機
能概念が関わっていることを明らかにした。 
 
上記の成果は、いずれも論文、著書あるい

はシンポジウムでの報告を通して公表され、
とりわけ存在文に関しては、2009 年の日本中
国語学会全国大会において、本研究の研究代



表者である木村、研究分担者である木津、大
西の計３名が招待講演者として招かれ、シン
ポジウム「存在表現の類型と歴史」が開かれ
るなど、本課題の成果が国内の学界において
も高く評価されている。 
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